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水 稲 の ダ ポ ッ ク 育 苗 に 関 す る 研 究 （3 ）

播稲 ， 育 苗 ， 苗取 り， 運搬お よ び挿秧 の作業能 率 に つ い そ＊

永松　土 巳 ・ 立野喜 代太 。 高原健次郎

　　　　（九　州　大 　学　農　学　部 ）

　 フ ィ リ ッ ピ ン の 農家で 広 く慣行 さ れ て い る 水稲 の ダポ

ッ ク （Dapog）育苗は，播種，苗取 りお よ び運搬 の 労力

を極端 に 節減 す る 点 で 特異な育苗法で あ る
D

。 こ の 育苗

法 の 育苗 な ら び に挿秩 に 関す る閊題点 に つ い て は ， すで

に 前報
z）3 ）

に の べ たとこ ろ で ある 。 本根で は， ダポ ッ ク

育苗法 に よ る播種 ， 育苗，・苗取 り， 運搬 および挿狭 の 作

業能率に つ い て 調査 した結果 の 概要 を報告す る 。 こ の 調

査 に 際 して ， 資料を提供 して い た だい た本学農学部付属

農場研 究 部 長，月川雄次郎氏，同文部技官 ， 樋 口 重利氏

に 対 し て 感謝 の 意 を表す る 。

1　 調 　 ・査 　　結　　果

　　（1）播種の作業能率

　第 1 表 は ダ ボ ・ ク苗代の 播種作業 （播種準備作業 を含

む ） 行程を詳細 に分析 し， 各作業別 に要 した労 働時問を

示 したもの で ある。同表の 左 欄 は九大付属農場 で 慣行 さ

れ て い る 普通 苗代の 播種所要労働時閥を比較 と して示 し

た 。

　 ダ ポ ッ ク苗代 に お ける 播種 は極 め て簡単 で，本円 10ア

ー
ル を挿秧す る に 要 す る 播種床面積 は約 50× 150  で あ

る が ， こ れ に要する 播種所要労働時問は 約O．95時聞で あ

っ た。一
方 ， 普通苗代で の 木 田 10ア ール を挿秩す る に 要

す る 播種床面積 は，0．54　e （3合）播きで 約 3．
』
3m2x10

（10坪）を必要 とす るが，これ に要す る 播種時間は 約7．
87時問で ある。したが っ て ダポ ッ ク苗代は 普通苗代 の 約
1
／g の 労 力 で播種の 全作業行程を完了 した こ と に なる 。

　 （2 ）育苗 期 の 管理労カ

　ダ ポ ッ ク苗代 に おけ る育苗期間の 灌水は 浅 くす る こ と

が 望 ま し く， 深 水が 長 く続 くと病害の 発生 す る こ とが あ

るの で ， 水管理ぽ充分 に行なう要必が あ る 。 しか し育苗

期問が 短 か い （12〜20H 程度） の で ，こ の 期間に 要す る

管 理 作業労力 は普通苗代育苗 に 較 べ て 著 し く節減 さ れ

る 。 病害虫防除 は ， こ の 調査の 対象 とな っ た1966年の 実

験で は 行 な っ て い ない 。また，種籾中に ヒ エ な どの 雑草

種子 が 混 入 して い ない か ぎり， 雑草 の 防除 は ま っ た くそ

の 必要が な い
。

＊
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　普 通 苗 代 　 ダ ポ ッ ク 苗 代

作　　　業　　苗代 10坪 当 り　50x150   当 り（作業）

堆　　肥　　｛乍　　り　　　　 2．00
焼 もみ が ら作 り　 　 1．00

消 石 灰 ふ り 　 O．03

耕 　　　　耘　　（3）　　　　　　 ．33

種 子 の 予 措 　 0．20

水 取 り 0．33〜0．17
よ せ と ．り 　 0．20

f矯 力｝ き 　0．08
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床 あ げ，床作 り　 　 1．20
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注 ） ダ ボ ッ ク 苗代に お け る＊は普 通 箭代 に お け る 作業行

　程 と 同一で あ る こ とを 示 す 。

　 （3）苗取 りの 作業能率

　第 2 表 は ダボ ッ ク苗代 の 苗取 り時閲 を普通苗代の 場合

と比較 し たもの で あ る 。 同表 か ら明 らか な よ うに ダ ポ ッ

ク 苗代の 苗取 りは極 め て 簡単 で ，
10ア ー

ル を挿秋す るに

要 する苗 を取 る の に わ ずか に 0．03時問 （2分） を要した

に ず ぎない 。 普通苗代 の 苗取 り時聞は，九 大 付 属 農 揚

（1966） の 調奪
4）
に よ る と約 7．93時問を要 し て い る 。　し

たが っ て ，普通苗代 （100） に 対す る ダポ ッ ク苗代 の 苗

取 り時聞 の 比率 は わずか に 0．38％ に す ぎず，薔 通 苗代 の

約 工／263の 労力 で 苗取 り作 業 を完 了 した 。

　 （4）苗運びおよび苗配りの作業能睾

　第 3表は苗運びお よび苗配 りの 10ア ー
ル 当 りの 所 要労
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　　　　 10ア
ール を挿秧す る に 要 す る 苗

第 2 表
　　　　 取 り時間

　普 　 通 　　苗 　 代 　　　　ダ ポ ッ ク 苗 代

ぞド　　　　　業　　　　苗t匙IO坪〜当り　　50× 150  当 り（作業）
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　　　　 10ア ール 当りの 苗運 び ・ お よ び
第 3 表
　　　　 苗配 り時間

　普 通 苗 代 　 ダ ボ ッ ク 苗 代

作　　　業 　　10ア ール 当 り　10ア ール 当 り

苗　　 よ　　 せ 　　　0．25

苗運 び （テ
ー

ラ ー）　　0。05

苗　　く　　｛ま　　り　　　　　O．83

00

，050

．50

　 　 　計

比　　率 （％）

1．13100 O．5548
．7

働時間を示 した もの で ， 運搬 に は い ずれ もテ ーラ ーを使

用 した場合 で ある 。 同表 に示す よ うに ， 普通苗代の 苗運

び お よ び 苗配 りの 作業所要時間は 約 1．ユ3時閥 で あ っ た

が，ダ ポ ッ ク苗代 で は 約 0．55時閥 を要 した に す ぎない。

したが っ て ， 普通苗代 （100）に対す る ダ ポ ッ ク苗代 の

蕾運 び ， 苗配りの 所要労働時間の 比率 は48．7％で ， 普通

苗代 の 約％ の 労力で作業 を完了 した。

　 （5）挿秧の 作業能率

　挿秩 に 際 して ，熟練 した作業者か らは若苗の た め に左

手の 苗の くり出 しが 思 は し くで きな い な ど の 苦情 が で た

が ， なれ るに し たが っ て 普通苗 の 挿秧 に 近い 作業能率 を

あ げ る こ とがで きた。一一fi， 未習熟者は普通苗 よ りもダ

ポ ッ ク苗で 方が挿秧 し易 く能率的で あ る と うっ た えて い

た （10ア ー
ル 当 り8．9〜 9．4時間）。 　 　 　 、

ll　考 察

　月川 氏 （1966）4）
に よ る と，農業労働 を合理化す る た

め 作業行程改善 に 必要な原則 に ぽ p 次 の 7項 目が あげ ら

れ る とい う． す なわ ち，（D 排除の 原則，（2）同時化の 原

則，（3）単純化 の 原則 ， （4）大量作業の 原則，  機械化の 原

則 ， 6 平均化の 原則お よび （7）適期作業 の 原則で あ る。農

作業 の 行程を改善す る に は ， まず 当核農作業の 詳細 な行

程分析を行ない ， 行程お よ び作業条件を綿密に 調査検討

す る こ とが 必 要 で あ る。こ の 際，上 記 の 諸 原 則 が 適 用 さ

れ る 。

　 ダ ポ ッ ク育苗 の 播種作業行程 で注 目し たい の は ， 排除

の 原則が強 く働い て い る こ とで あ る。す なわ ち ， 堆肥作

り，焼 もみ が ら作 り， 消石灰ふ り， 耕菘 （体閑地 で の 3
回耕耘）， よせ と り，綱張 り，堆肥ふ り， 焼もみ が らふ り

な どの 作業が 排除 され た 結果 ， 普通苗代 の 育苗よ りも著
し く作業能率を高め た 。 排除 の 原則 は 同時 に 単純化 の 原

則 で もあ る 。

　苗取 りの 作業能率は ， 前述 の よ う に 普 通 苗 代 の 約

1／236 の 労力に す ぎ なか っ た が，こ こ で は 同 時化 の 原則

ない し単純化の 原 則が 働い て い る 。 す な わ ち，普 適 胃代

に お け る苗抜 き，苗洗い ，苗束 ね の 一
速 の 作業行程を，．

ダボ ッ ク苗代 で は 苗を巻 くとい う単一な 作業行程 に よ っ

て 置 き繰 え られ た結 渠，作業能率 を著 る し く高め る こ と

が可能とな っ た。同時化の 原則 は単純化 の 原則 に 逓 じる 。

　苗運 び お よ び苗配 りの 作業能率 は ， 普 通 苗代 の 約
i
／コの

労力を要 し た に す ぎない が，そ の 主 な 要因 と して，ダ ポ

ッ ク苗代 で は 普瀏 1詫代に お け る 苗よ せ の 作業行程 を排除

し ， 苗巻 き とい う単 純 な 作業行程内に 同時化した こ とが
．
あ げ られ る 。 きらに ダ ボ ッ ク苒は 本葉 3 葉程 度 の 幼 苗

で ，ま っ た く根 に 土 壌 をつ け な い ロ ール 巻 き され た マ
ッ

ト様 の 苗 の 帯 に な っ て い るの で ， 苗 の 持運 び が大変便利

で ，大量 に しか も人 力 で も容易な利点が あ る 。

　挿秧 の 作業労力 は ， 前述 の ように ユoア ー
ル 当 り8・9〜

9．4時間 を要 した が ， こ れを普通苗に よ乙熟練 した 作業

者 の 田植作業時聞10ア ー
ル tg　1，8．70時闊

4，
と 比 較す る と

ダ ポ ッ ク苗 の 挿挟作業能率の 低
’
下が 認 め られた 。 しか も

熟練者ほ ど作業能率 の 低下 が著 しか っ た こ とは 注目 しな

け れ ば な ら ない
。 こ れ は作業者 が 本葉 5 ， 6葉 の 熟苗 に

な れ き っ て い る た め に ， ダ ボ ッ ク若苗 の 繰 り出 しの 要領

を習得す る の に か な りの時問 を要した ため と 考 え ら れ

る 。 しか し， な れ るに したが っ て 普通苗の 挿秧 に近い 作

業能率 をあげ る こ とが で きた 。

　以 上 の 調査結果か ら， 水稲 の ダポ ッ ク育苗法 は普通苗

代 に 較べ て ， 播種 ，．育苗 ， 苗取 り，運雌お よ び 挿秧 の 作

業能率を著し く高め る こ とが 明らか とな っ た が，水稲移

植栽培 の 省力化の た め の 興味ある育苗法 で ある と考えら

れ る 。
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